


　

４
月
９
日
、
平
成
31
年
度
の
四
国
森
林

管
理
局
事
業
概
要
に
つ
い
て
記
者
発
表
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
、
四
国
で
は
、
大
型
製
材
工
場
や
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
相
次
ぐ
稼
働
に

よ
っ
て
原
木
供
給
へ
の
期
待
が
高
ま
り
、

木
材
の
生
産
・
流
通
構
造
の
変
革
に
つ
な

が
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
が
生
じ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
多
く
の
森
林
が
収
穫
期

を
迎
え
る
中
で
、
市
町
村
の
仲
介
に
よ
る

新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
や
森
林
環
境

譲
与
税
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
四
国
森
林
管
理
局
は
、

そ
の
組
織
・
人
材
・
資
源
を
最
大
限
に
活

用
し
、
地
域
の
皆
様
と
連
携
し
、
伐
採
・

造
林
の
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
削
減
、
ド

ロ
ー
ン
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
新
技
術
の
積
極
導
入
、

地
域
の
安
心
・
安
全
を
守
る
山
地
防
災
力

の
強
化
、
国
産
材
の
安
定
供
給
、
地
域
の

森
林
・
林
業
を
担
う
人
材
育
成
等
の
取
組

を
積
極
的
に
推
進
し
、
地
域
の
林
業
成
長

産
業
化
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。
以
下
、

平
成
31
年
度
四
国
森
林
管
理
局
の
重
点
施

策
と
し
て
の
地
域
の
林
業
成
長
産
業
化
に

向
け
た
９
の
施
策
概
要
で
す
。

【
施
策
１
】
伐
採
・
造
林
の
ト
ー
タ
ル
コ
ス

ト
削
減
の
取
組
強
化

　

通
常
、
春
季
と
秋
季
に
限
定
さ
れ
て
い

た
植
付
の
通
年
作
業
を
可
能
と
し
た
コ
ン

テ
ナ
苗
の
導
入

を
拡
大
し
ま
す
。

　

ま
た
、
通
常
、

夏
季
に
実
施
し

て
い
た
下
刈
り
作
業
に
つ
い
て
、
労
働
負

担
の
軽
減
の
た
め
、
期
間
を
現
行
の
「
６

月
～
10
月
」
か
ら
「
６
月
～
12
月
」
へ
延

長
し
た
り
、
実
施
回
数
を
削
減
す
る
こ
と

等
に
よ
り
、
省
力
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
苗
木

の
標
準
的
な
植
栽

本
数
を
、
現
行
の

１
ヘ
ク
タ
ー
ル
当

た
り
３
千
本
か
ら

千
５
百
本
～
２
千

本
と
す
る
低
密
度

植
栽
等
を
推
進
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
、
伐
採
・
造
林
作
業
に
か
か
る

コ
ス
ト
の
２
～
３
割
の
削
減
を
目
指
し
、

伐
採
・
搬
出
か
ら
植
栽
の
作
業
を
一
括
発

注
す
る
「
一
貫
作
業
」
及
び
こ
れ
ら
の
作

業
を
複
数
年
（
３
年
以
内
）
で
発
注
す
る
「
複

数
年
契
約
」
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

【
施
策
２
】
ド
ロ
ー
ン
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
新
技
術

の
積
極
導
入

　

こ
れ
ま
で
、
多

大
な
労
力
を
要
し

て
い
た
森
林
資
源

調
査
に
つ
い
て
、

新
た
に
、
民
間
測

量
機
器
会
社
と
連

携
し
、
国
有
林
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
森
林
資
源
調
査
シ
ス
テ
ム

（
樹
高
、
胸
高
直
径
等
）
の
開
発
・
実
証
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、地
上
型
３
Ｄ
レ
ー
ザ
ー

ス
キ
ャ
ナ
に
よ
る
調
査
の
実
用
化
に
向
け

た
実
証
を
推
進
し
ま
す
。

　

シ
カ
等
の
捕
獲
の
た
め
に
設
置
し
て
い

る
わ
な
の
巡
回
作
業
の
負
担
軽
減
に
向

け
、
ド
ロ
ー
ン
や
無
線
通
信
の
活
用
を
推

進
し
ま
す
。

【
施
策
３
】「
夢
の
早
生
樹
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン

三
世
代
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
推
進

　

成
長
が
早
く
（
30
年
で
樹
高
約
25
ｍ
）、

植
栽
に
よ
ら
ず
と
も
切
り
株
か
ら
萌
芽
す

る
（
萌
芽
更
新
）
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
に
つ
い

て
、
県
・
森
林
総
合
研
究
所
林
木
育
種
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
、
生
産
技
術
の
確
立
に

向
け
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。



【
施
策
４
】
地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る
山

地
防
災
力
の
強
化

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
等
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
箇
所
へ
の
山
地
災
害
復
旧
事
業
な

ど
を
拡
大
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
規
模
な
山
地
災
害
等
が
発

生
し
た
際
に
は
、
各
森
林
管
理
署
に
配
備

し
て
い
る
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
、
地
元
自

治
体
と
の
ド
ロ
ー
ン
活
用
災
害
活
動
連
携

協
定
に
基
づ
く
民
有
林
の
被
害
調
査
等
を

行
う
な
ど
山
地
防
災
力
の
強
化
に
努
め
ま

す
。

【
施
策
５
】
民
有
林
と
国
有
林
の
連
携
に
よ

る
国
産
材
の
安
定
供
給　

国
有
林
と
需
要

者
が
協
定
を
締
結

し
国
有
林
材
を
安

定
供
給
す
る
シ
ス

テ
ム
販
売
を
推
進

し
ま
す
。

　

ま
た
、
木
材
を

集
積
す
る
中
間
土
場
を
活
用
し
、
民
有
林

材
と
国
有
林
材
を
ま
と
ま
っ
た
数
量
で
販

売
す
る
な
ど
に
よ
り
、
国
産
材
の
安
定
供

給
を
推
進
し
ま
す
。

【
施
策
６
】
地
域
の
森
林
・
林
業
を
担
う
人

材
育
成

　

森
林
管
理
局
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修

を
活
用
し
た

「
市
町
村
林

業
担
当
者
実

務
研
修
」
の

カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
充
実
し

ま
す
。

　

ま
た
、
県

や
市
町
村
等

が
研
修
会
を
開
催
す
る
際
の
講
師
派
遣
や

国
有
林
を
活
用
し
た
現
地
実
習
等
に
よ
り

支
援
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
各
地
で
、
林
業

技
術
に
関
す
る
現
地
検
討
会
、
ド
ロ
ー
ン

講
習
会
等
を
開
催
し
ま
す
。

【
施
策
７
】
ヤ
ナ
セ
優
良
ス
ギ
人
工
林
の
ブ

ラ
ン
ド
化
の
推
進

　

ヤ
ナ
セ
天
然
ス
ギ
の
伐
採
・
供
給
の
休

止
を
踏
ま
え
、
高
知
県
馬
路
村
魚
梁
瀬
地

区
周
辺
の
人
工
林
ス
ギ
を
ヤ
ナ
セ
天
然
ス

ギ
の
代
替
優
良
材
と
位
置
付
け
、
関
係
機

関
と
連
携
し
、
記
念
市
等
の
開
催
や
国
有

林
モ
デ
ル
林
の
設
定
等
に
よ
り
、
ブ
ラ
ン

ド
化
と
付
加
価
値
の
高
い
製
品
づ
く
り
に

向
け
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

【
施
策
８
】
豊
か
な
自
然
を
育
む
森
林
の
観

光
資
源
と
し
て
の
積
極
活
用

　

自
然
体
験
型
観
光
の
取
組
等
を
後
押
し

す
る
た
め
、
遊
歩
道
・
多
言
語
看
板
等
の

整
備
を
推
進

し
ま
す
。

　

ま
た
、「
四

国
の
山
々
た

ん
ね
歩
記
」

（
四
国
３
県
98

箇
所
の
イ
ラ

ス
ト
マ
ッ
プ
）

の
活
用
を
促
進
し
ま
す
。

【
施
策
９
】
地
域
の
課
題
へ
の
対
応

　

高
知
県
東
部
・
西
部
の
重
要
な
地
場
産

業
で
あ
る
土
佐
備
長
炭
（
白
炭
）
の
原
料

で
あ
る
ウ
バ
メ
ガ
シ
の
資
源
確
保
の
た

め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
原
木
生
産
技

術
の
確
立
に
向
け
た
「
ウ
バ
メ
ガ
シ
資
源

確
保
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
ま
す
。

　

徳
島
県
三
好
市
の
「
祖
谷
の
か
ず
ら
橋
」

の
資
材
で
あ
る
シ
ラ
ク
チ
カ
ズ
ラ
の
確
保

に
向
け
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
国
有
林

内
へ
の
苗
木
の
植
栽
、
小
中
学
生
対
象
の

「
シ
ラ
ク
チ
カ
ズ
ラ
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催
等
を

推
進
し
ま
す
。

　

高
知
県
三
原
村
で
生
産
さ
れ
る
良
質
な

「
三
原
米
」
を
育
む
水
源
の
保
全
と
三
原

米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す
る
た
め
、
村

と
四
万
十
森
林
管
理
署
が
締
結
し
た
「
三

原
米
の
里
多
様
な
森
林
づ
く
り
協
定
」
に

基
づ
き
、
針
葉
樹
の
伐
採
跡
地
へ
の
ク
ヌ

ギ
等
の
植
栽
、
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
等
の

活
動
を
推
進
し
ま
す
。
徳
島
県
三
好
市
の

「
祖
谷
の
か
ず
ら
橋
」
の
資
材
で
あ
る
シ
ラ

ク
チ
カ
ズ
ラ
の
確
保
に
向
け
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
国
有
林
内
へ
の
苗
木
の
植
栽
、

小
中
学
生
対
象
の
「
シ
ラ
ク
チ
カ
ズ
ラ
セ

ミ
ナ
ー
」
開
催
等
を
推
進
し
ま
す
。
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去
る
３
月
１
日
、
四
国
森
林
管
理
局

が
開
設
さ
れ
て
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

四
国
森
林
管
理
局
の
歴
史
は
、
今
か
ら

１
３
７
年
前
の
明
治
15
年
（
１
８
８
２
年
）

の
高
知
山
林
事
務
所
の
設
置
に
遡
り
ま
す
。

大
正
13
年
（
１
９
２
４
年
）
に
高
知
営
林

局
、
平
成
11
年
（
１
９
９
９
年
）
に
四
国

森
林
管
理
局
に
改
組
し
今
日
に
至
り
ま
す
。

明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
と
長
き
に
渡

り
地
域
の
皆
様
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

間
も
な
く
「
令
和
の
時
代
」
が
は
じ
ま

り
ま
す
。
林
業
界
に
と
っ
て
平
成
は
激
動

の
時
代
で
し
た
。
材
価
は
昭
和
55
年
を

ピ
ー
ク
に
下
が
り
、
木
材
自
給
率
は
平
成

14
年
に
19
％
ま
で
下
が
り
ま
し
た
が
、
そ

の
後
、
国
産
材
へ
の
回
帰
が
進
み
、
平

成
29
年
に
は
36
％
ま
で
回
復
し
て
い
ま

す
。
平
成
22
年
に
公
共
建
築
物
木
材
利
用

促
進
法
、
平
成
28
年
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築
基
準

が
施
行
さ
れ
、
昨
年
、
民
間
企
業
よ
り

２
０
４
１
年
に
地
上
３
５
０
ｍ
、
70
階
建

て
の
木
造
超
高
層
建
築
物
を
建
設
す
る
と

い
う
夢
の
よ
う
な
構
想
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
は
保
育
間
伐
の
時
代
で
し
た

が
、
新
た
な
時
代
は
、
山
の
資
源
が
充
実

し
、
工
夫
次
第
で
山
を
活
か
し
て
地
域
を

元
気
に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
時
代
で

す
。
今
年
度
か
ら
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス

テ
ム
と
森
林
環
境
譲
与
税
も
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

　

四
国
森
林
管
理
局
は
、
新
た
な
時
代
に

お
い
て
も
、
そ
の
組
織
・
人
材
・
資
源
を

最
大
限
に
活
用
し
、
率
先
し
て
伐
採
・
造

林
コ
ス
ト
の
削
減
、
ド
ロ
ー
ン
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ

等
の
新
技
術
の
導
入
、
地
域
の
森
林
・
林

業
を
担
う
人
材
の
育
成
、
山
地
防
災
力
の

強
化
等
の
取
組
を
進
め
、
地
域
の
林
業
成

長
産
業
化
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。
地

域
の
皆
様
に
国
有
林
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

四
国
森
林
管
理
局
職
員
一
同　

治
山
・
林
道
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
式
を
行
う

◇
優
良
工
事
施
工
業
者
・
技
術
者
・

監
督
職
員
を
表
彰

〈
総
務
課
・
治
山
課
〉

　

平
成
30
年
度
治
山
・
林
道
工
事
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
３
月
12
日
に
四
国
森

林
管
理
局
２
階
大
会
議
室
に
お
い
て
行
い

ま
し
た
。

四
国
森
林
管
理
局
が
開
設
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た

（
参
考
）
四
国
森
林
管
理
局
の
沿
革

明
治
15
年
（
１
８
８
２
年
）

　

高
知
山
林
事
務
所
設
置

明
治
19
年
（
１
８
８
６
年
）

　

高
知
大
林
区
署
・
愛
媛
大
林
区
署
設
置

大
正
13
年
（
１
９
２
４
年
）

　

高
知
営
林
局
設
置

平
成
11
年
（
１
９
９
９
年
）

　

四
国
森
林
管
理
局
設
置
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こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
平
成
29
年
度
に
施

工
し
た
工
事
を
対
象
に
、
有
識
者
な
ど
で

構
成
す
る
審
査
委
員
会
に
よ
り
、
事
業
効

果
の
発
現
が
顕
著
な
工
事
の
中
か
ら
優
良

工
事
が
選
定
さ
れ
、
そ
の
内
容
が
良
好
で

他
の
模
範
に
当
た
る
と
判
断
さ
れ
た
、
治

山
工
事
４
社
、
林
道
工
事
４
社
に
対
し
て

局
長
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
に
優
秀
な
工
事
と
し
て
、
林

野
庁
へ
推
薦
し
た
２
社
の
工
事
が
、
林
野

庁
長
官
賞
（
治
山
工
事
１
社
、
林
道
工
事

１
社
）
を
受
賞
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
該

工
事
の
担
当
技
術
者
並
び
に
監
督
職
員
に

対
し
、
局
長
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
受
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
林
野
庁
長
官
賞

○�

南
小
川
地
区
沖
（
下
）
地
す
べ
り
防
止

工
事�

《
嶺
北
森
林
管
理
署
発
注
》

　

高
大
建
設
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

山
﨑　

一
志

○
桧
曽
原
林
道
改
良
工
事
（
翌
債
）�

《
四
万
十
森
林
管
理
署
発
注
》

　

有
限
会
社
十
和
建
設

　
　

代
表
取
締
役　

松
下　

充
宏

◆
四
国
森
林
管
理
局
長
賞

　

【
工
事
表
彰
】

○�

阿
津
江
地
区
阿
津
江
（
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
）

地
す
べ
り
防
止
工
事
（
翌
債
）

《
徳
島
森
林
管
理
署
発
注
》

　

株
式
会
社
山
全

　
　

代
表
取
締
役　

牛
尾　

正
治

○
滝
山
（
54
）
復
旧
治
山
工
事

《
香
川
森
林
管
理
事
務
所
発
注
》

　

大
西
建
設
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

衣
斐
恵
美
子

○�
仁
尾
ヶ
内
山
（
45
）
復
旧
治
山
工
事
（
国

債
）�

《
嶺
北
森
林
管
理
署
発
注
》

　

明
治
建
設
有
限
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

山
中　

巨
司

○�

西
谷
山
（
１
０
０
８
）
災
害
関
連
緊
急
工

事
（
翌
債
）�

《
安
芸
森
林
管
理
署
発
注
》

　

有
限
会
社
金
本
組

　
　

代
表
取
締
役　

金
本　
　

太

○
三
森
林
業
専
用
道
新
設
工
事

《
愛
媛
森
林
管
理
署
発
注
》

　

協
業
組
合
テ
ス
ク

　
　

代
表
理
事　

池
本　

成
志

○�

猪
野
々
山
（
12
）
災
害
関
連
緊
急
工
事
外

（
翌
債
）�《
高
知
中
部
森
林
管
理
署
発
注
》

　

有
限
会
社
西
野
建
設

　
　

代
表
取
締
役　

西
野　
　

桂

○
楮
佐
古
林
道
改
良
工
事
（
翌
債
）

《
高
知
中
部
森
林
管
理
署
発
注
》

　

片
田
丸
吉
建
設
工
業
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

山
崎　

秀
治

○
二
の
谷
林
道
災
害
復
旧
工
事
（
明
許
）

　
　

《
安
芸
森
林
管
理
署
発
注
》

　

魚
梁
瀬
産
業
有
限
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

五
百
蔵
浩
二

【
技
術
者
表
彰
】

○�

南
小
川
地
区
沖
（
下
）
地
す
べ
り
防
止

工
事

　

現
場
代
理
人

　
　

主
任
技
術
者　

澤
田　

潤
作

　

（
高
大
建
設
株
式
会
社
）

　
　

監
督
職
員　

宮
岡　
　

卓

　

（
嶺
北
森
林
管
理
署
）

○�

桧
曽
原
林
道
改
良
工
事
（
翌
債
）

　

現
場
代
理
人　

宮
脇　

浩
明

　

主
任
技
術
者　

林　
　

准
市

　

（
有
限
会
社
十
和
建
設
）

　

�
監
督
職
員　

�

岡
本　

英
典

　

（
四
万
十
森
林
管
理
署
）
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広
島
森
林
管
理
署

　
　 

治
山
現
場
視
察〈

治
山
課
〉

　

平
成
31
年
３
月
13
日
～
15
日
に
か
け

て
、
広
島
森
林
管
理
署
管
内
の
治
山
現
場

へ
視
察
に
行
き
ま
し
た
。

　

こ
の
視
察
は
、
近
年
の
集
中
豪
雨
や
地

震
等
に
起
因
す
る
激
甚
な
山
地
災
害
の
発

生
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
、
緊
急
時
の
応
急
対

策
や
早
期
復
旧
の
取
組
に
つ
い
て
、
知
見
・

習
得
す
る
た
め
、
現
場
経
験
の
少
な
い
若

手
技
術
職
員
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
広
島
森
林
管
理
署
次
長
、
総
括
治

山
技
術
官
、
山
地
災
害
復
旧
対
策
室
長
案

内
の
も
と
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
大
規

模
な
被
害
を
受
け
た
東
広
島
市
黒
瀬
地
区

（
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
）
や
、
平
成
26
年

広
島
豪
雨
災
害
の
復
旧
事
業
を
行
っ
て
い

る
広
島
市
安
佐
南
地
区
（
国
有
林
野
直
轄

治
山
事
業
）
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
７
月
豪
雨
で
被
害
を
受
け
た
東

広
島
市
黒
瀬
地
区
で
は
、
多
く
の
林
地
崩

壊
箇
所
が
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
一
つ
で

　
入
庁
式

〈
総
務
課
〉

��

４
月
１
日
、
平
成
31
年
度
新
規
採
用
者

８
名
の
入
庁
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

野
津
山
喜
晴
局
長
よ
り
辞
令
が
手
渡
さ

れ
、
入
庁
者
を
代
表
し
て
、
辻
周
子
さ
ん

（
四
万
十
署
）
が
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

局
長
か
ら
は
、
新
社
会
人
と
な
っ
た
８

名
に
、

　

『
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
国
有
林
の
職

員
と
し
て
、
森
林
・
林
業
の
成
長
産
業
化

に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
を
守
り
、
地
域

6

社
会
に
貢
献
し
て
い
く
な
ど
大
切
な
使
命

が
あ
り
ま
す
。

　

職
場
に
そ
れ
ぞ
れ
配
属
さ
れ
、
国
有
林

と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
か
し
様
々
な
こ

と
に
挑
戦
し
て
下
さ
い
。

　

分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
あ
る
で
し
ょ

う
が
、
職
場
の
先
輩
方
に
遠
慮
な
く
聞
い

て
覚
え
て
く
だ
さ
い
』
と
訓
示
が
あ
り
ま

し
た
。

　

入
庁
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

前
列
右
側
か
ら

　

辻　
　

周
子
さ
ん
（
四
万
十
署
）

　

田
村
ひ
か
る
さ
ん
（
整
備
課
）

　

岡
﨑　

卓
子
さ
ん
（
経
理
課
）

　

白
石　
　

快
さ
ん
（
愛
媛
署
）

　

野
津
山
喜
晴
局
長

　

渡
邉　

憲
太
さ
ん
（
徳
島
署
）

　

竹
田　

一
葵
さ
ん
（
安
芸
署
）

　

斎
藤　

哲
也
さ
ん
（
嶺
北
署
）

　

西
尾　

絢
乃
さ
ん
（
総
務
課
）

東
広
島
市
黒
瀬
地
区
（
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

上
流
、
応
急
対
策
施
工
箇
所
）
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は
、
土
石
流
の
発
生
で
複
数
の
既
設
堰
堤

が
決
壊
し
て
い
る
な
ど
、
自
然
の
猛
威
を

目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
山
地
災
害
復

旧
対
策
室
長
か
ら
は
、
災
害
の
発
生
経
緯

や
現
在
検
討
し
て
い
る
復
旧
工
法
等
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
崩
壊
地
の
直
下
に
大

学
キ
ャ
ン
パ
ス
や
人
家
が
あ
り
、
施
工
に

伴
う
騒
音
や
、
流
水
・
流
末
処
理
と
い
っ

た
課
題
な
ど
、
四
国
局
の
現
場
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
の
違
い
は
あ
り
ま
し
た
が
、
緊
急
応

急
対
策
や
早
期
の
復
旧
対
策
の
重
要
性
に

大
き
な
違
い
は
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
、
四
国
か
ら
広
島
県
へ
の
移
動
の

道
す
が
ら
、
車
窓
か
ら
７
月
豪
雨
に
よ
る

林
業
人
材
育
成
へ

「
就
業
体
験
学
習
に
関
す
る

覚
書
」
を
締
結

〈
愛
媛
森
林
管
理
署
〉

　

３
月
22
日
、
愛
媛
大
学
農
学
部
と
愛
媛

森
林
管
理
署
は
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
就

業
体
験
）
に
関
す
る
覚
書
の
締
結
式
を
愛

媛
森
林
管
理
署
に
て
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
愛
媛
大
学
と
四
国
森
林
管
理

局
と
の
「
連
携
と
協
力
に
関
す
る
協
定
」

（
平
成
26
年
）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
、
当
署
は
、
修
士
論
文
・
卒
業
論

文
発
表
会
や
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
な
ど
を

通
じ
て
、
同
学
部
と
様
々
な
場
面
で
係
わ

り
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
に
つ

い
て
も
、
四
国
局
で
は
行
わ
れ
て
い
る
も

の
の
、
高
知
市
で
の
開
催
と
な
る
た
め
、

学
生
に
色
々
な
負
担
が
掛
か
る
と
い
う
意

見
も
あ
り
、
当
署
で
の
実
施
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
同
大
学
か
ら
、
毎

年
継
続
し
た
取
組
と
し
て
受
け
入
れ
を
検

討
願
え
な
い
か
と
の
話
が
あ
り
、
当
署
と

し
て
も
林
野
庁
へ
の
就
業
希
望
者
の
拡
大

や
講
師
自
身
の
ス
キ
ル
向
上
に
繋
が
る
話

で
あ
り
、
双
方
の
思
い
が
一
致
し
た
こ
と

か
ら
、
今
回
の
覚
書
締
結
の
運
び
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

　

締
結
式
に
は
、
同
大
学
か
ら
、
山
内
聡
・

農
学
部
長
、
伊
藤
和
貴
・
森
林
資
源
学
コ
ー

ス
長
、
大
塚
陽
介
・
農
学
部
事
務
課
総
務

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
が
出
席
し
、
当
署
か
ら

は
、
間
島
署
長
、
藤
原
次
長
、
谷
本
森
林

技
術
指
導
官
ほ
か
多
数
の
職
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

締
結
後
、
山
内
学
部
長
か
ら
は
、「
林
業

は
生
物
や
化
学
、
地
学
か
ら
経
営
や
経
済

各地のたより 目次

林業人材育成へ　「就業体験学

習に関する覚書」を締結

「年間を通した森林環境教育の

最終回は炭焼き体験」

局食堂への感謝

現
地
視
察
状
況

広
島
市
安
佐
南
地
区
（
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト

谷
止
工
施
工
箇
所
）

※
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
谷
止
工
と
は
、
中
詰

材
に
現
地
の
土
石
と
セ
メ
ン
ト
を
混
合
し

利
用
し
た
谷
止
工

災
害
の
爪
痕
が
多
く
確
認
で
き
ま
し
た
。

四
国
で
も
い
つ
大
災
害
が
起
こ
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
予
期
せ
ぬ
事
態
に
も
迅
速
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
今
回
学
ん
だ
災
害
へ

の
取
組
を
今
後
の
災
害
対
応
や
復
旧
へ
活

か
す
べ
く
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

今
回
の
視
察
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
治
山
課
、
広
島
森

林
管
理
署
の
皆
様
に
は
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

7
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白
炭
や
黒
炭
を
万
力
に
挟
ん
で
ノ
コ
ギ
リ

で
切
断
す
る
実
験
で
は
黒
炭
は
ス
パ
ッ
と

切
れ
た
の
に
対
し
て
白
炭
は
堅
く
て
切
断

す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
白
炭
の
備
長
炭
を
木
の
バ
チ
で

叩
く
と
「
チ
ン
チ
ン
」
と
鉄
琴
の
よ
う
な

綺
麗
な
金
属
音
が
す
る
の
で
、
児
童
達
が

叩
い
て
即
席
の
ミ
ニ
演
奏
会
も
し
ま
し

た
。

　

約
25
分
経
っ
て
、
ブ
リ
キ
缶
を
開
け
る

と
折
り
紙
や
ド
ン
グ
リ
、
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ

な
ど
が
ち
ゃ
ん
と
「
炭
」
に
な
っ
て
い
て

実
験
は
大
成
功
で
し
た
。
次
に
、
芋
を
包

ん
だ
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
を
開
け
て
見
る
と
、

サ
ツ
マ
イ
モ
は
皮
の
表
面
だ
け
が
黒
く
焦

げ
、
炭
に
は
な
ら
ず
実
験
は
失
敗
で
し
た

が
、
ほ
く
ほ
く
の
「
焼
き
芋
」
が
で
き
あ

が
り
み
ん
な
で
お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。

　

終
わ
り
の
挨
拶
の
場
面
で
、
児
童
達
か

ら
当
セ
ン
タ
ー
に
お
礼
状
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
森
林
に
は
い
ろ
い
ろ
な
働
き
が
あ

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
き

れ
い
な
空
気
を
作
る
こ
と
で
す
。
汚
い
空

「
年
間
を
通
し
た
森
林
環
境

教
育
の
最
終
回
は
炭
焼
き

体
験
」

〈
四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

愛
媛
県
松
野
町
立
松
野
西
小
学
校
の
４

年
生
19
名
を
対
象
に
し
た
年
間
を
通
し
た

森
林
環
境
教
育
も
最
終
回(

第
６
回
目)

と
な
り
、
３
月
12
日
に
身
近
な
材
料
を

使
っ
た
簡
易
な
方
法
で
の
炭
焼
き
体
験
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
炭
の
種
類
や
利
用
方
法
、

炭
の
特
性
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
続
い

て
炭
焼
き
体
験
に
移
り
ま
し
た
。
児
童
達

は
職
員
か
ら
手
順
や
注
意
点
を
聞
き
、
ブ

リ
キ
缶
の
中
に
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
や
ド
ン
グ

リ
、
使
わ
な
く
な
っ
た
鉛
筆
、
折
り
紙
な

ど
思
い
思
い
の
物
を
入
れ
隙
間
に
モ
ミ
殻

を
詰
め
て
ド
ラ
ム
缶
の
た
き
火
の
中
へ
並

べ
ま
し
た
。
併
せ
て
、
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
に

包
ん
だ
サ
ツ
マ
イ
モ
が
炭
に
な
る
か
ど
う

か
も
実
験
し
ま
し
た
。

　

炭
に
な
る
ま
で
の
待
ち
時
間
で
色
々
な

炭
の
実
物
を
観
察
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

左
：
間
島
署
長
、
右
：
山
内
農
学
部
長

覚
書
は
「
樹き

の
紙
」
（
ひ
の
き
）

ま
で
を
含
む
巾
の
広
い
実
学
。
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
Ｐ
Ｒ
し
林
業
を
支
え
る
人
材

を
本
学
で
育
て
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
、

間
島
署
長
か
ら
は
、「
ヒ
ノ
キ
生
産
日
本

一
な
ど
有
数
の
林
業
県
で
あ
る
愛
媛
の
森

林
・
林
業
・
木
材
産
業
を
担
う
人
材
を
育

て
る
こ
と
も
署
の
大
事
な
役
割
」
と
応
え

ま
し
た
。

　

覚
書
の
締
結
を
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し

て
、
イ
ン
タ
ー
ン
に
参
加
し
た
学
生
が
、

「
林
業
・
木
材
産
業
に
携
わ
っ
て
み
た
い

な
」
と
思
え
る
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
と
な
る

よ
う
、
全
職
員
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

署
名
を
終
え
て
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気
が
あ
る
と
地
球
が
汚
れ
て
し
ま
う
け
ど

木
の
お
か
げ
で
地
球
の
空
気
が
汚
れ
な

く
て
き
れ
い
に
な
る
か
ら
で
す
」
ま
た
、

「
実
体
顕
微
鏡
で
ミ
ミ
ズ
を
見
る
と
体
内

ま
で
見
え
た
こ
と
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
で

す
。
土
に
す
む
生
物
の
学
習
が
心
に
残
り

ま
し
た
」
等
と
感
想
が
添
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
年
間
を
通
し
た
森
林

環
境
教
育
で
、
教
職
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
や
児
童
の
作
文
等
を
分
析
、
教
職
員

と
交
わ
す
話
の
中
か
ら
推
測
す
る
と
、
児

童
達
は
森
林
環
境
教
育
を
重
ね
る
に
連
れ

森
林
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
理
解
や
自
然

へ
の
興
味
が
湧
き
、
森
林
や
木
と
親
し
ん

だ
こ
と
に
よ
り
木
材
利
用
へ
の
理
解
が
深

ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
に
よ
る
と
３
年
生
か
ら
４

年
生
に
進
級
す
る
の
が
楽
し
み
と
の
こ
と

で
、
当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
森
林
環
境
教

育
へ
の
取
組
を
決
意
新
た
に
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

簡
易
な
炭
焼
き
の
様
子

白
炭
（
備
長
炭
）
で

　
　

即
席
の
ミ
ニ
演
奏
会
の
様
子

色
々
な
炭
の
観
察
と

　
　

白
炭
や
黒
炭
の
切
断
実
験
の
様
子

ブ
リ
キ
缶
か
ら
取
り
出
す
と

　
　

炭
に
な
っ
た
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ

失
敗
作
の
焼
き
芋
は
お
い
し
い
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局
食
堂
へ
の
感
謝

　

思
え
ば
私
た
ち
職
員
一
同
に
と
っ
て
は
、

当
た
り
前
の
よ
う
に
そ
こ
に
あ
り
、
い
つ

で
も
昼
食
が
で
き
る
そ
ん
な
存
在
で
し
た
。

　

こ
の
３
月
に
、
50
余
年
の
永
ら
く
の
営

業
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
り
残
念
で
ま

た
寂
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
食
堂
で
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
皆
様
、
今
ま
で
長
い
間
私
達
を
も
て

な
し
て
く
だ
さ
っ
て
本
当
に
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

本
当
に
長
い
間
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

私
達
職
員
の
胃
袋
を
つ
か
ん
で
離
さ

ず
、
日
々
利
用
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま

た
、
職
員
同
士
の
交
流
の
場
と
な
る
な
ど

思
い
出
が
た
く
さ
ん
た
く
さ
ん
、
つ
ま
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
歴
史
あ
る
食
堂
が
な
く
な
る

こ
と
は
非
常
に
寂
し
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、

再
開
で
き
れ
ば
と
願
う
気
持
ち
が
未
だ
に

消
え
ま
せ
ん
。

●
職
員
か
ら
の
一
言
●

　

い
つ
も
温
か
い
食
事
を
提
供
し
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の
食
事
に
大
満
足
で

し
た
。

　

単
身
赴
任
の
強
い
味
方
で
し
た
。

　

い
つ
も
美
味
し
い
昼
食
を
食
べ
る
こ
と
が

で
き
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。


